
ス
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技
術
の
ま
ち
岡
谷
へ

2

あいさつ
岡谷市の産業振興の拠点施設として、業界関係者の期待を担う「テクノプラザおかや」が、こ

の３月本体工事が完成し、６月７日（金）オープンする運びとなりました。
「テクノプラザおかや」は、大手企業の海外シフト等により「ものづくりの空洞化」が起こり、
構造転換が迫られる中で、岡谷市工業活性化計画や第三次総合計画において、産業振興の拠点施
設整備の必要性が位置づけられ、業界の方々などによる検討委員会を組織し、議会をはじめ大勢
の皆様の意見を広く聞く中で建設計画が具体化したもので、経済産業省の集積活性化法にある支
援も得て、建設に至ったものであります。

地域住民や若者に「ものづくりのすばらしさ、大切さ」を理解していただくとともに、環境面でも、企業と地域
住民が共存共栄できるような市全体としての「ものづくりのアイデンティティ」を確立。ＩＴ革命や経済のグロー
バル化による厳しい経済環境に対応できる21世紀に相応しい企業体質へ転換するため、産学官連携による新技
術・新製品の開発、熟練技術の伝承、人材育成、また、受発注体制の強化。誘致したＬＣＶ岡谷支局の協力を得て、
高度情報化の推進などを支援してまいります。

岡谷市長　　林　　新一郎

市
民
・
業
界
の
期
待
を
受
け
て

６
月
７
日
（
金
）
オ
ー
プ
ン
!!

ス
ー
パ
ー
デ
バ
イ
ス
産
地
形
成

超
精
密
技
術
の
ま
ち
岡
谷
へ

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
か
や

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
か
や�

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
か
や�



32002

6･1

特　集
テクノプラザおかや

◆
主
な
機
能

●
交
流
発
信
プ
ラ
ザ
機
能

各
企
業
が
自
由
に
意
見
・
情
報
交
換
が
で
き
る
技
術
ニ
ー

ズ
と
シ
ー
ズ
と
の
出
会
い
・
融
合
の
場
を
提
供
し
、
異
業
種

交
流
な
ど
を
通
じ
企
業
間
の
連
携
を
図
る
た
め
の
活
動
の
実

施
や
工
業
都
市
・
国
際
都
市
と
の
産
業
交
流
促
進
ま
た
は
地

域
住
民
・
学
校
と
の
連
携
・
交
流
な
ど
に
活
用
す
る
場
を
提

供
し
ま
す
。

●
工
業
都
市
学
習
セ
ン
タ
ー
機
能

工
業
文
化
に
係
る
講
座
・
講
演
会
や
モ
ノ
づ
く
り
体
験
工

房
、
モ
ノ
づ
く
り
実
感
講
座
な
ど
の
開
催
に
よ
り
実
際
に
見

て
・
聞
い
て
・
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
モ
ノ
づ
く
り
都
市
と
し

て
の
誇
り
の
継
承
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
施
設
内
に
は
図
書
、
ビ
デ
オ
等
に
よ
る
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
を
設
け
モ
ノ
づ
く
り
人
材
が
育
ち
、
若
手
技
術
者
の
技

術
向
上
の
啓
発
等
を
支
援
し
ま
す
。

●
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
機
能

工
業
振
興
課
に
よ
る
各
種
振
興
政
策
（
技
術
・
経
営
・
金

融
・
創
業
支
援
）
の
推
進
を
は
じ
め
、
中
小
企
業
経
営
相
談

所
に
よ
る
総
合
的
な
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
工
業

の
高
度
化
・
先
端
化
・
高
付
加
価
値
化
へ
の
支
援
機
能
を
担

う
新
産
業
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

●
情
報
バ
ン
ク
機
能

企
業
デ
ー
タ
、
技
術
デ
ー
タ
、
人
材
デ
ー
タ
、
工
業
受
け

皿
デ
ー
タ
な
ど
高
度
情
報
化
に
対
応
で
き
る
情
報
収
集
を
図

り
ま
す
。

◎
ロ
ビ
ー
等
に
展
示
す
る
工
業
製
品
を
公
募
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
か
や
ま
で
。



人材育成研修室�
A、B

異業種交流�
スペース�

実習室�

IT支援室�

商談室�

交流ロビー�

支援事務室�

産業情報産業情報�
ネットワークセンター�
産業情報�

ネットワークセンター�都市型�
業種交流�
スペース�

都市型�
業種交流�
スペース�
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特　集
テクノプラザおかや

簡単な工作から、ＣＡＤデータを使ったＮＣ加工まで、実際の

ものづくりを体験できます。ＩＴ支援室とＬＡＮで結び、実証実

験まで含んだ充実したＣＡＤ／ＣＡＭ研修が可能。また、次世代

の岡谷の工業を担う子どもたちの工作教室にも最適です。主な設

備としては、「大型作業台」「超音波振動切削付ＣＮＣベンチレー

ス」「３Ｄモデリングマシン」「パワーハイスコープ」があります。

実 習 室3F

異業種交流グループや産学官の研究グループなど、グループ活

動の拠点「溜
た

まり場」としてご利用ください。

異業種交流スペース3F

24名のちょっと上品な雰囲気の会議室。プロジェクターや大

型テレビなどのＡＶ機器を利用した、商談やプレゼンテーション

に最適です。駅

前という立地条

件を活かした

「第２の応接室」

としてご利用く

ださい。

商 談 室2F

ＣＡＴＶによるインターネット無料開放コ

ーナー「こむりん」開設。

ＬＣＶ（株）1F

1Fテ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
か
や
の
管
理
事
務
の
ほ
か
、
補

助
金
の
申
請
、
融
資
の
相
談
、
労
務
関
係
の
相
談
な

ど
の
各
種
相
談
業
務
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
岡
谷
市

中
小
企
業
経
営
技
術
相
談
所
の
相
談
指
導
業
務
の
窓

口
と
し
て
、
受
発
注
、
経
営
技
術
な
ど
企
業
固
有
の

案
件
に
つ
い

て
、
専
門
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
が
相
談
を

随
時
受
付
け
て

お
り
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談

に
お
立
ち
寄
り

く
だ
さ
い
。 受

付
・
支
援
事
務
室

こ
の
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、
お

互
い
の
情
報
交
換
の
場
、
研
修
し
合

う
場
、
次
世
代
の
若
者
の
教
育
の
場

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
モ
ノ
づ
く
り
岡

市商工会議所副会頭
市金属工業連合会会長

㈱ダイヤ精機製作所

会長　小口成人さん

モ
ノ
づ
く
り

岡
谷
の
核
と
し
て
…

谷
の
工
業
活
性
化
の
た
め
に
テ
ク
ノ

プ
ラ
ザ
お
か
や
を
十
分
活
用
し
て
も

ら
い
、
情
報
発
信
の
拠
点
と
し
、
工

業
都
市
岡
谷
を
世
界
に
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
場
に
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
工
業
だ
け
で
な
く
次
の
世

代
の
子
ど
も
た
ち
に
、
モ
ノ
づ
く
り

岡
谷
の
継
承
の
た
め
に
各
種
イ
ベ
ン

ト
等
も
行
い
、
今
後
の
岡
谷
の
活
性

化
、
若
い
世
代
の
産
業
を
担
う
場
と

し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
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充実した音響設備を備えており、各種研修や

小規模な講演会に最適です。中央のスライディ

ングウォールにより、少人数から60人位まで

の自由な空間利用が可能です。グループ討議か

ら全体会議への移行といった利用にもスムーズ

に対応できます。

人材育成研修室Ａ・Ｂ3F

整然と並ぶ最新のコンピュー

タ。ＩＴ支援室では、最新の機器

を使ったＩＴ講習会の開催が可能

です。CAD/CAMの研修や体験

ができるようになっていて、ここ

で使ったデータを使い、実習室に

設置された工作機械で簡単な試作

も可能です。もちろん全ての端末

からインターネットに接続できま

す。

ＩＴ支援室2F

1F明
る
く
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
の
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ロ
ビ
ー
。
企
業
の
み

な
さ
ん
の
商
談
や
交

流
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
安
ら
ぎ
の
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。
岡
谷

市
内
企
業
の
工
業
製
品

や
物
産
が
多
数
展
示
し

て
あ
り
ま
す
。

交
流
ロ
ビ
ー
（
無
料
開
放
）

銀色に輝く特徴的な楕
だ

円
えん

形
けい

の外観を持つ大研修室兼展示場は

様々なイベントに対応できるホールです。126席の電動移動椅

子を利用し約250人規模の講演会や講習会の開催が可能です。

また、約300m2のコンクリート床を利用した展示会などの開催

においては、駐車場からホール内へトラックが直接進入でき、搬

入搬出作業もスムーズに行えます。床面にはピットが設けられて

おり各種配線をスマートに収納することができます。

大研修室兼展示場1F
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平　日 午前9時～午後9時30分

土・日 午前9時～午後5時30分

■開館時間

国民の祝日および年末年始

（12月29日から翌年1月3日）

■休 館 日

■施設使用料金

利用案内�
テクノプラザおかや�

利用案内�
テクノプラザおかや�

利用案内�

中央
通り
�

ララ・�
オカヤ�

山二発條�

中央町�
再開発�
ビル�

丸
山
橋�

市
営�

駐
車
場�

南北�
自由通路�

BK
ローソン�

至川岸� 至下諏訪�
岡谷駅�

①施設の使用料は、それぞれ１室の料金で、各室に設置されている機器等の使用を含む料金です。ただし、用紙印刷代な
どの消耗品等につきまして別途実費を徴収させていただきます。�

②営利とは、使用者が入場料若しくは受講料を徴収する場合または販売および販売促進活動など直接的な営利目的で使用
する場合をいい、一般とは社内研修会など営利目的以外の使用をいいます。�

　　　　　　
区　　分

   利　用　料　金�
  9:00～12:30 12:30～17:30 17:30～21:30�

１階　大研修室兼展示場
 一　般 5,200円 7,500円 6,000円�

 営　利 7,800　 11,200　　 9,000　�

２階　ＩＴ支援室
 一　般 3,500　 5,000　 4,000　�

 営　利 5,200　 7,500　 6,000　�

２階　商　談　室
 一　般 900 1,300　 1,100　�

 営　利 1,300　 1,900　 1,600　�

３階　人材育成研修室Ａ
 一　般 700 1,000　 800�

 営　利 1,000　 1,500　 1,200　�

３階　人材育成研修室Ｂ
 一　般 700 1,000　 800�

 営　利 1,000　 1,500　 1,200　�

３階　異業種交流スペース
 一　般 900 1,300　 1,100　�

 営　利 1,300　 1,900　 1,600　�

３階　実　習　室
 一　般 700 1,000　 800�

 営　利 1,000　 1,500　 1,200　�
２階　産業情報ネットワークセンター 　　　　　　　　　　　終日無料開放コーナー�２階　都市型業種交流スペース�

施
設
使
用
料
金�

�

〒394―0028
長野県岡谷市本町１―１―１
��７０００　 �７００１
http://www.tech-okaya.jp
E-mail：id@city.okaya.nagano.jp
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特　集
テクノプラザおかや

　ＩＴ不況、海外シフト等により岡谷の経済を支えている
中小企業は、厳しい状況下におかれています。�
　これらを一人あるいは１社の技量で行おうとすると大変
ですが、若き英知を集結すれば、きっと何かが見つかるは
ずです。�
　「21世紀の岡谷のモノづくりを志している若き経営者、
後継者の方々」“21経営者研究会”に参加し、共に、研究
し、交流し、新しいビジョンを見つけてみませんか！�

　技術革新・コストダウン・海外シフトなど、中小企業を
取巻く環境は目まぐるしく変化しています。�
　岡谷市では、企業経営に役立つ新技術、新経営手法等を
学ぶため、各業界の最先端で活躍する技術者・経営者や市
内企業の経営者の方々の成功例・経験談を交えながらの懇
話会形式で「先端技術懇話会」を開催いたします。�
　企業の飛躍につながる貴重な情報を発信します。是非ご
参加いただき、共に語り合いましょう。�

第１回「21経営者研究会」�
　日　時　６月18日（火）午後６時から�
　内　容　「超音波振動切削機能付き旋盤の切削実習」�
　　　　　ほか、テクノプラザおかやの機能紹介�
　　※以後は偶数月の第３火曜日に開催します。�

第１回「先端技術懇話会」�
　日　時　６月27日（木）午後６時から�
　内　容　「３次元CAD/CAMの実演」�
　　　　　ほか、テクノプラザおかやの機能紹介�
　　※以後は奇数月の第３火曜日に開催します。�

会場「テクノプラザおかや」人材育成研修室・ＩＴ支援室ほか�

「21経営者研究会」「先端技術懇話会」�
参加企業募集します！�

今
ま
で
岡
谷
の
培
わ
れ
た
精
密
技

術
を
集
結
し
、
内
外
に
発
信
す
る
目

的
で
、
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
お
か
や
が
建

設
さ
れ
た
わ
け
で
す
の
で
、
企
業
間

市商工会議所
工業委員長

㈱丸眞製作所

会長　�木武幸さん

世
界
に
通
用
す
る

技
術
を
…

で
こ
の
施
設
を
有
効
に
利
用
し
、
異

業
種
の
交
流
・
工
業
人
の
ふ
れ
あ
い

の
場
と
し
て
気
軽
に
利
用
す
る
中

で
、
世
界
に
通
用
す
る
技
術
が
生
ま

れ
た
り
、
モ
ノ
が
生
ま
れ
れ
ば
非
常

に
意
義
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
次
世
代
を
担
う
若
者
に
も

利
用
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
で
あ

る
し
、
そ
の
若
者
を
育
て
て
い
く
こ

と
も
含
め
て
、
人
材
育
成
の
場
と
し

て
上
手
に
利
用
し
て
い
け
ば
、
と
考

え
て
い
ま
す
。

①
有
料
施
設
を
使
用
す
る
場
合
は
、
事

前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
使
用
希
望

日
の
３
か
月
前
（
大
研
修
室
兼
展
示

場
は
６
か
月
前
）
の
属
す
る
月
の
初

日
（
１
日
）
よ
り
予
約
を
受
付
し
ま

す
。

②
予
約
の
キ
ャ
ン
セ
ル
ま
た
は
変
更
は

使
用
日
の
10
日
前
ま
で
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
の

使
用
料
の
返
還
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
産
業
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
都
市
型
業
種
交
流
ス
ペ
ー
ス

に
設
置
さ
れ
て
い
る
閲
覧
用
パ
ソ
コ

ン
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
予
約
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
使
用
の
際
に
受

付
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
方
法


